
 

な
り
、
２
Ｈ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人

が
５
フ
ァ
ー
ル
で
退
場
す
る
な

ど
、
３
Ⅰ
が
有
利
な
状
態
に
な
っ

た
。
そ
こ
か
ら
、
３
Ⅰ
は
得
点
を
重

５
月
26

日
（
月
）
か
ら
５
月
28

日
（
水
）
ま
で
三
日
間
に
わ
た
り
、
春
季
球
技
大
会
が
行

わ
れ
た
。
今
年
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
生
徒
た
ち
は
嬉
々
と
し
て
各
競
技
で
ア
ツ
い
バ
ト

ル
を
繰
り
広
げ
た
。
今
号
で
は
白
熱
し
た
決
勝
を
振
り
返
る
。 

 
(

編
集
部
共
同
取
材) 

 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

 

ク
ラ
ス
で
円
陣
を
組
み
、
気
合
十

分
で
始
ま
っ
た
３
Ⅼ
対
１
Ｊ
の
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
決
勝
戦
。

第
１
ピ
リ
オ
ド
で
は
１
Ｊ
が
３
Ｐ

シ
ュ
ー
ト
を
二
本
決
め
、
盛
り
上

が
る
中
３
Ｌ
が
シ
ュ
ー
ト
を
重
ね

10
対
６
。
果
敢
に
攻
撃
を
仕
掛
け

あ
う
が
守
り
も
譲
ら
ず
、
な
か
な

か
点
が
決
ま
ら
な
い
接
戦
の
第
２

ピ
リ
オ
ド
だ
っ
た
が
、
残
り
３
分

で
３
Ｌ
が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
試
合

が
動
き
出
す
。 

第
３
ピ
リ
オ
ド
で
は
パ
ス
カ
ッ

ト
や
ロ
ン
グ
パ
ス
か
ら
の
ゴ
ー
ル

下
シ
ュ
ー
ト
な
ど
高
度
な
プ
レ
イ

が
続
き
、
攻
守
交
代
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
目
を
離
せ
な
い
展
開
に
。

１
Ｊ
が
パ
ス
を
回
し
、
素
晴
ら
し

い
チ
ー
ム
プ
レ
イ
で
シ
ュ
ー
ト
を

決
め
る
も
、
３
Ｌ
が
バ
ウ
ン
ド
パ

ス
か
ら
の
シ
ュ
ー
ト
を
し
、
19
対

10
で
試
合
終
了
と
な
っ
た
。 

 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

 

３
Ｊ
対
１
Ｇ
の
決
勝
戦
、
１
セ
ッ

ト
目
で
は
３
Ｊ
が
先
取
し
、
１
Ｇ

が
声
掛
け
を
駆
使
し
て
同
点
に
追

い
つ
く
。
し
か
し
３
Ｊ
が
正
確
な

サ
ー
ブ
で
点
差
を
広
げ
て
い
き
、

１
Ｇ
も
食
ら
い
つ
く
が
、
15
対
９

で
３
Ｊ
が
制
し
た
。
２
セ
ッ
ト
目

で
は
、
１
Ｇ
の
冷
静
な
レ
シ
ー
ブ

や
強
烈
な
サ
ー
ブ
で
、
３
Ｊ
が
タ

イ
ム
ア
ウ
ト
を
取
る
。
し
か
し
１

Ｇ
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
６
対
15

で
１
Ｇ
が
制
し
た
。 

３
セ
ッ
ト
目
は
、
団
結
し
た
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
攻
防
が
続
い
て
い

く
。
し
か
し
長
い
ラ
リ
ー
で
３
Ｊ

が
得
点
す
る
。
さ
ら
に
サ
ー
ブ
で

３
Ｊ
の
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
、
10
対
７
で
３
Ｊ
が
優
勝
と
な

っ
た
。 

 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

 

３
Ⅰ
対
２
Ｈ
の
決
勝
戦
は
、
と
て

も
白
熱
し
た
試
合
だ
っ
た
。
２
Ｈ

の
シ
ュ
ー
ト
か
ら
始
ま
り
、
互
い

に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・
オ
フ
ェ
ン
ス

に
全
力
を
注
ぎ
、
点
数
は
変
わ
ら

ず
第
１
ピ
リ
オ
ド
が
終
了
し
た
。 

続
く
第
２
ピ
リ
オ
ド
、
３
Ⅰ
が
３

Ｐ
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て
か
ら
流
れ

を
掴
み
始
め
、
12
対
９
で
勝
負
は

第
３
ピ
リ
オ
ド
へ
。
シ
ュ
ー
ト
が

互
い
に
決
ま
り
合
い
息
詰
ま
る
攻

防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

残
り
２
分
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
２

Ｈ
の
チ
ー
ム
フ
ァ
ー
ル
が
５
個
に
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先
日
、
映
画
『
ノ
ー
・
ア
ザ
ー
・
ラ
ン
ド 

故
郷
は
他
に

な
い
』
を
観
た
。
舞
台
は
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
破
壊
と

占
領
が
進
行
し
て
い
る
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
の
パ
レ
ス
チ

ナ
人
居
住
地
区
。
故
郷
の
村
を
守
ろ
う
と
す
る
パ
レ
ス
チ

ナ
人
の
青
年
バ
ー
セ
ル
と
、
彼
に
協
力
し
よ
う
と
そ
の
地

に
や
っ
て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
青
年
ユ
ヴ
ァ
ル
に
よ
る
活

動
を
、
２
０
２
３
年
ま
で
の
４
年
間
に
わ
た
り
記
録
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
▼
彼
ら
の
武
器
は
銃
で
は
な
く
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
パ
ソ
コ
ン
、
そ
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。

れ
が
傾
き
一
糸
乱
れ
ぬ
連
携
で
ゴ

ー
ル
を
決
め
た
。
３
Ａ
も
一
縷
の

望
み
を
賭
け
た
決
死
の
カ
ウ
ン
タ

ー
を
放
つ
も
わ
ず
か
に
右
に
逸
れ

入
ら
ず
、
２
対
１
で
３
Ｃ
が
見
事

に
勝
利
を
お
さ
め
た
。  

 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

 

３
Ｂ
対
２
Ｃ
の
決
勝
戦
は
、
怒
涛

の
攻
防
に
目
が
離
せ
ぬ
試
合
と
な

っ
た
。
３
Ｂ
先
取
で
始
ま
っ
た
１

セ
ッ
ト
目
。
序
盤
か
ら
両
者
、
高
い

結
束
力
が
成
す
三
段
攻
撃
で
攻

め
、
互
角
の
戦
い
と
な
っ
た
。
し
か

し
中
盤
、
３
Ｂ
が
強
烈
な
ス
パ
イ

ク
を
決
め
た
こ
と
で
試
合
の
流
れ

を
掴
み
、
続
け
ざ
ま
に
得
点
を
重

ね
た
。
最
後
は
３
Ｂ
が
サ
ー
ビ
ス

エ
ー
ス
を
決
め
15
対
10
で
３
Ｂ

が
第
１
セ
ッ
ト
を
制
し
た
。 

続
く
第
２
セ
ッ
ト
。
序
盤
は
２
Ⅽ

が
果
敢
に
攻
め
、
リ
ー
ド
す
る
展

開
と
な
っ
た
。
し
か
し
３
Ｂ
が
中

盤
か
ら
追
い
上
げ
を
見
せ
、
そ
こ

か
ら
は
ま
さ
に
一
進
一
退
。
デ
ュ

ー
ス
と
な
っ
た
勝
負
だ
が
、
互
い

に
執
念
の
ボ
ー
ル
繋
ぎ
で
長
ラ
リ

ー
が
続
き
、
2
点
差
が
な
か
な
か

つ
か
な
い
接
戦
と
な
っ
た
。
観
客

も
固
唾
を
の
ん
で
見
守
る
中
、
３

Ｂ
が
ネ
ッ
ト
際
の
せ
め
ぎ
あ
い
を

制
し
、
22
対
20
で
３
Ｂ
が
見
事
優

勝
を
つ
か
み
取
っ
た
。 

 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル 

 
力
強
く
直
線
的
な
軌
道
の
攻
撃

を
す
る
２
Ｆ
、
高
い
ラ
リ
ー
か
ら

の
鋭
利
な
不
意
打
ち
攻
撃
を
す
る

２
Ｇ
。
そ
ん
な
２
ク
ラ
ス
に
よ
り

決
勝
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
。
第
１
セ
ッ
ト
で
は
、
お
互
い

た
と
こ
ろ
が
良
か
っ
た
点
だ
と
い

う
。
し
か
し
、
忘
れ
物
や
落
と
し
物

が
多
か
っ
た
こ
と
や
、
入
口
と
出

口
に
張
り
紙
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
靴
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
課
題
点
だ
そ
う
だ
。 

大
会
の
運
営
で
工
夫
し
た
点
は
、

昨
年
は
第
二
体
育
館
で
靴
が
多
く

溜
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、

靴
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
コ
ー
ン
に

張
り
紙
を
貼
っ
て
設
置
し
た
こ
と

ユ
ヴ
ァ
ル
が
バ
ー
セ
ル
に
「
ス
マ
ホ
を
見
す
ぎ
だ
」
と
声
を
か
け
る
場

面
で
、
バ
ー
セ
ル
はFacebook

を
開
き
な
が
ら
こ
う
返
す
。「
ス
マ
ホ

し
か
な
い
ん
だ
」。
移
動
が
禁
じ
ら
れ
る
彼
に
と
っ
て
、
ス
マ
ホ
は
外

の
世
界
と
つ
な
が
る
唯
一
の
ツ
ー
ル
だ
▼
思
わ
ず
、
同
時
代
を
生
き

る
自
分
の
使
い
方
と
比
べ
て
し
ま
っ
た
。
動
画
、
漫
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
気

が
向
い
た
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
く
ら
い
で
、
ほ
と
ん
ど
を
娯
楽
に
費

や
し
て
い
る
▼
だ
が
、
彼
ら
は
ど
う
だ
。
暴
力
的
で
不
条
理
な
占
領
行

為
に
つ
い
て
、
抑
圧
さ
れ
る
側
の
立
場
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
こ

と
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
抵
抗
を
続
け
て
い
る
。
居
住
地
区
内
の
安
全

さ
え
脅
か
さ
れ
る
中
で
、
バ
ー
セ
ル
は
ス
マ
ホ
と
い
う
命
綱
に
縋
り

な
が
ら
村
の
動
画
を
投
稿
し
、
世
界
に
訴
え
か
け
る
▼
私
た
ち
と
彼

ら
が
使
っ
て
い
る
の
は
同
じ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
。
検
索
ボ
ッ
ク
ス
に
「
イ
ス
ラ

エ
ル 

占
領
」
と
打
ち
込
む
だ
け
で
、
現
地
の
人
の
悲
痛
な
声
や
訴
え

に
は
き
っ
と
す
ぐ
に
手
が
届
く
。
世
界
の
人
と
つ
な
が
る
ツ
ー
ル
を
、

時
間
つ
ぶ
し
に
ば
か
り
使
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
▼
「
こ
の
映
画
に

は
人
々
の
目
を
開
か
せ
、
考
え
を
変
え
る
力
が
あ
る
」。
こ
の
映
画
に

対
す
る
海
外
の
レ
ビ
ュ
ー
に
あ
っ
た
言
葉
だ
。
バ
ー
セ
ル
の
ス
マ
ホ

を
通
し
て
見
た
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
の
現
実
が
、
私
の
目

を
開
か
せ
て
く
れ
た
。
明
日
か
ら
、
き
っ
と
世
界
は
違
っ
た
風
に
見
え

て
く
る
は
ず
だ
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
瑞
） 

 

今
回
の
球
技
大
会
を
盛
り
上
げ

た
、
球
技
大
会
実
行
委
員
長
の
北

條
太
悠
さ
ん
（
３
Ｇ
）。「
球
技
大
会

を
終
え
て
、
ど
の
試
合
も
盛
り
上

が
り
、
ほ
か
の
会
場
の
応
援
が
本

部
に
も
聞
こ
え
る
ほ
ど
沸
き
立
っ

て
い
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
」
と

語
っ
た
。
今
大
会
は
ど
の
ク
ラ
ス

も
集
合
時
間
に
遅
れ
る
こ
と
な

く
、
失
格
す
る
ク
ラ
ス
が
な
か
っ

や
、
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ

ー
が
着
用
す
る
ビ
ブ
ス
を
サ
ッ
カ

ー
競
技
本
部
に
頼
ん
で
取
り
寄
せ

る
な
ど
し
た
こ
と
だ
と
い
う
。
秋

大
会
へ
向
け
て
、
中
庭
で
ボ
ー
ル

を
つ
い
て
い
る
人
を
注
意
す
る
こ

と
や
、
忘
れ
物
を
な
く
す
対
策
を

考
え
る
な
ど
２
年
生
が
主
体
と
な

っ
て
動
い
て
い
く
の
で
、
協
力
を

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
意

気
込
ん
だ
。
錦
城
生
に
対
し
て
は
、

引
き
続
き
盛
り
上
げ
て
も
ら
っ

て
、
忘
れ
物
を
な
く
す
こ
と
な
ど

に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
語
っ
て
く

れ
た
。 

 
 
 
         (

蒲) 

ね
、
16
対
12
に
ま
で
点
差
を
広
げ

勝
利
し
た
。 

 

サ
ッ
カ
ー 

 

サ
ッ
カ
ー
決
勝
戦
は
同
学
年
対

決
と
な
っ
た
３
Ｃ
対
３
Ａ
。
一
進

一
退
の
手
に
汗
握
る
戦
い
と
な
っ

た
。 

初
め
に
ボ
ー
ル
の
主
導
権
を

握
っ
た
の
は
３
Ａ
。
３
Ａ
の
激
し

い
攻
め
に
よ
っ
て
若
干
押
さ
れ
気

味
に
な
っ
て
い
た
３
Ｃ
が
手
痛
い

ハ
ン
ド
。
Ｐ
Ｋ
と
な
り
３
Ａ
が
強

烈
な
シ
ュ
ー
ト
を
ゴ
ー
ル
に
叩
き

込
ん
だ
。 

し
か
し
、
３
Ｃ
も
負
け

じ
と
苛
烈
な
攻
め
を
展
開
し
、
正

面
か
ら
華
麗
な
シ
ュ
ー
ト
を
決
め

前
半
が
終
了
。
後
半
は
３
Ｃ
に
流

生徒の忘れ物・落とし物が職員室
前のラーニングスペースに置かれて
いる。４月からのものもあるが、球
大期間に落とされたタオルや水筒も
多数見られる。心当たりがある人は
見に行ってみよう。また持ち物の管
理を徹底しよう。         （梅） 
 

じ
り
じ
り
と
内
野
が
減
っ
て
い
く

展
開
と
な
っ
た
が
、
こ
の
セ
ッ
ト

を
制
し
た
の
は
２
Ｆ
と
な
っ
た
。 

第
２
セ
ッ
ト
で
は
２
Ｇ
不
意
打

ち
に
加
え
足
元
を
狙
う
直
線
的
な

攻
撃
も
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
し

か
し
、
２
Ｇ
攻
撃
か
ら
軽
や
か
な

動
き
で
遠
ざ
か
る
２
Ｆ
の
内
野
た

ち
。
そ
の
姿
は
横
一
列
の
シ
ャ
チ

の
群
れ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
２
Ｇ

も
負
け
じ
と
２
Ｆ
に
よ
る
集
中
攻

撃
を
躱
し
続
け
る
が
、
一
人
ま
た

一
人
と
２
Ｇ
の
内
野
が
減
っ
て
い

大歓声が響く体育館でプレーする 

笑顔で振り返る 

仲間と共に果敢に攻める ボールを確実に拾う 

極めたテクニックで攻める 

跳んでボールに手を伸ばす 

勝利に向けて全力投球 

く
。
緊
張
感
の
な
か
、
２
Ｆ
は
内
野

を
６
人
残
し
、
一
投
が
最
後
の
２

Ｇ
選
手
の
背
中
に
跳
ね
返
り
２
セ

ッ
ト
を
連
取
。
２
Ｆ
が
優
勝
を
果

た
し
た
。 

球技大会 

フォトコンテスト 

～写真部作品集～ 

写真部とコラボして球技大会
中の様子を記録しました。今
号では編集部が選んだ写真部
作品を掲載します。協力いた
だいた写真部の皆さん、あり
がとうございました。 

むらさき草 



（２） 
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快適な気候のもと、順延を挟むことなく円

滑に実施された春期球技大会。熱い戦いの

中で殊に見事な活躍を見せ、MVP に選ばれ

た 6 人の選手を取材した。今号では、選手ら

が語る練習の様子や、MVP 獲得の感想など

をお届けする。（編集部共同取材） 

「他のクラスとも高めあう 

練習ができました」 

「また MVP を取りたいです」 

「秋こそ総合優勝！」 

「全員が活躍してくれたおかげです」 「多くの応援が励みになりました」 

「みんながいなかったら 

優勝できなかったです」 

「クラスの練習を通してそれぞれの得意なところや苦手なと

ころを改善し伸ばすことを意識しました」。こう話してくれた

のは男子バレーボールＭＶＰに選ばれた山本光博さん(3B)。 

決勝の第 2セット目、デュースが続く場面が印象的だったと

いう。互いに一歩も引かない戦いのなかで、チームの声掛けや

雰囲気を高めることに取り組んだという山本さん。「相手にア

ドバンテージが付いたとき、『決めないと』と思いました」と

語ってくれた。 

また、クラスの練習について「セッターができる人を 2、3

人つくって攻撃の形を形成し、いいプレーにつながるようにレ
シーブにこだわりました」と話してくれた。敵の特性に合わせて対策を立ててプレーをしていたという

山本さん。 

最後まで応援してくれたクラスメイトに対して「秋は総合優勝を取りましょう‼」と笑顔でメッセージ

を送った。                                       （燕） 

男子バスケットボールＭＶＰに輝いたのは、菅野友佑さん(３

L)。球大では１年生の秋からずっとバスケットボールに出場して

いたが昨年は３位だったそうで、やっと優勝できてとてもうれし

いと喜びを露わにした。 

特に印象に残った場面について菅野さんは、１Fとの対戦で残り

４秒から相手のファールによるフリースローを決めて逆転できた

シーンを挙げる。勝負強さを出せてうれしかった、とこのシーンを

振り返る菅野さん。自身は中学時代、バスケ部に所属していて、チ

ームも多くのバスケットボール経験者で構成されていたため、

様々な攻撃ができたという。そんな中でも３L はスリーポイントシュートとリバウンドを積極的にとるこ

と、そして身長を生かしたディフェンスを意識していたと語る。 

決勝の観戦に訪れたたくさんの人が自分の名前を呼ぶ声は励みになったと振り返り、クラスメイトに向

けて「みんなで取れた優勝だからみんなに感謝したいです」と話してくれた。          （梅） 

今回チームを優勝に導き、見事ＭＶＰとなった松田佳菜さ

ん(3J)。優勝した時は、驚きの気持ちでいっぱいだったとい

う。チームで経験者が自分１人という状況で、松田さん達は

「拾ってつなぐ」という作戦を立てた。ボールは無理に強く

打とうとせず、全部返すことを意識したそうだ。作戦のため、

1か月も前から練習を始めていたという。昼休み練習はコー

トの争いになることもあり、確保のために 2時間目の休み時

間から弁当を食べたこともあったそうだ。 

松田さんは、印象に残った試合について、「やっぱり、３

Lとの試合ですね」と語った。決勝の１Gとの試合も、絶対に負けられない試合だと思っていたと教え

てくれた。 

チームの仲間には、一緒に頑張ってくれてありがとうと感謝の気持ちを伝えたいそうだ。球技大会

が終わった今も昼休みに仲間とバレーをやっているという松田さん。秋季球技大会へ向けて、「また MVP

を取りたいです」と希望溢れる様子で語ってくれた。                   （水） 

女子バスケットボールを優勝へ導き、ＭＶＰに輝いた山

田早穂子さん(3I)。優勝した時の感想について、試合の中

での緊張した雰囲気とは違い、和やかな雰囲気で嬉しかっ

たと語った。練習時には共に出場するメンバーが上手いこ

とに衝撃を受けたそうだ。一番印象に残った試合は、1Bと

の対戦だという。その試合では、第 3 ピリオドにて同点で

終了し、フリースロー対決となった。互いになかなか入ら

なかったが、未経験者のメンバーがシュートを決めて決着

がつき、接戦になったそうだ。 

ＭＶＰを目指してはいなかったので、驚きとともに嬉しくありがたいと語る山田さん。秋大会へ向

けて、出るのかはわからないが出るならまたみんなと協力して優勝を目指したいと意気込んだ。チー

ムのみんなに対しては、「全員が活躍してくれたおかげで勝てたので、とても感謝しています」と言

葉を送った。                                     （蒲） 

サッカーのＭＶＰに選ばれたのは、竹内郁人さん(３C)。

竹内さんは、球技大会を振り返って、「昨年も優勝できた

ので今年も優勝できて嬉しいです」と喜びを語った。練習

面について、竹内さんは、他のクラスとも全力で高めあう

練習ができたと振り返る。 

優勝につながった作戦について、竹内さんは相手キーパ

ーの得意な所をチーム全員で研究したことだと教えてく

れた。一番印象に残った試合は、1C との試合だと語る竹

内さん。1C は守備がとてもうまいクラスで、前半で 1 点

を取るも、すぐに取り返されてしまい PK 戦になってしまったそうだ。その後苦手な PK 戦で相手キーパー

を研究していたおかげで勝つことができたことが一番印象に残っている、と振り返ってくれた。 

秋球大への意気込みを聞くと、竹内さんは「総合優勝したいです」と力強く語る。クラスの仲間に向け

て、「秋の球大でも優勝できるように楽しく頑張りたいです」と笑顔でメッセージを送った。   （月） 

たと試合を振り返った。 

秋季大会にむけて「クラスの皆で対戦相手の特色を研究しながら戦っていきたい。まだトーナメン

トで当たっていないクラスとも当たってみたい」と前向きな木田さんは、チームメンバーへ「皆が避

けてくれなければ勝てませんでした」と感謝の言葉を述べた。               （藤） 

ドッジボールのＭＶＰに選ばれたのは木田彩乃さん（２

F）。「チームの皆がいなかったら優勝出来なかったです」と

笑顔で語ってくれた。２Fにはもう１人ＭＶＰ候補がいて、

どちらが選ばれても不思議ではなかったという木田さん。 

自身は制限対象で、試合直前の練習ではクラスメイトに

どう避けさせるかを重視して対戦相手のパスや当て方の特

色を探ることを意識したそう。３Ｋとのサドンデスでは、

相手選手を当てることが出来ていない状況下で内野の選手

が 2 人当たってしまうという窮地に立たされ、ヒヤリとし

【得点表について】 

・本勝利は３点「〇」  

・敗者復活戦、３位決定戦の勝利は２点「▲」 

・AB ブロック決勝の勝利は４点「◎」 

・優勝は５点「☆」 
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